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令和７年７月　潮来市議会だより 199 号 2

令和7年
第2回6月定例会

審議議案と議決結果

条例改正　１件

潮来市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について

原案可決

補正予算　１件

令和７年度潮来市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

承認　２件

専決処分事項の承認を求めることについて（潮来市税条例の一部を改正する条例） 承認

専決処分事項の承認を求めることについて（潮来市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例）

承認

報告　８件

繰越明許費繰越計算書について（令和６年度一般会計） 報告

事故繰越し繰越計算書について（令和６年度一般会計） 報告

継続費繰越計算書について（令和６年度水道事業会計） 報告

繰越計算書について（令和６年度水道事業会計） 報告

継続費繰越計算書について（令和６年度下水道事業会計） 報告

繰越計算書について（令和６年度下水道事業会計） 報告

一般財団法人潮来市開発公社の経営状況について 報告

株式会社いたこの経営状況について 報告

同意　１件

潮来市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意

議員発議　３件

潮来市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 否決

潮来市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について 否決

中学校における学校給食費の無償化を求める意見書について 原案可決

請願　１件

地域医療の充実を求める意見書を茨城県と国に提出することを求める請願 不採択

会　　　期：６月３日～20日（18日間）
審議議案等：17件
（市長提出議案等：13件、議員発議：3件、請願：1件）



令和７年７月　潮来市議会だより 199 号3

令和7年7月1日から令和8年6月30日まで、議員報酬月額を15%カットとする。
令和7年12月および令和8年6月の期末手当の額を15%カットとする。

議員自らが、財源確保のために身を切る覚悟を示すべきであるという思いを伝え、その財源を
市政運営のため、有意義に用いてもらうものである。

・�緊縮財政であることに議員として責任を痛感しており、自らが身を切る覚悟が必要であるた
め
・�市民も物価高騰の中で非常に苦しんでいる。そういった市民に寄り添うため
・�令和6年度は各種団体の補助金を10%カットしている。また、今年度は敬老会補助金事業の
廃止、日の出地区の側溝蓋かけ事業の廃止となった。市民サービスに非常に影響をきたして
いるため、この報酬削減で残った財源を市民サービスの向上に使っていただきたい。

・�議員報酬のような議員全員に関わる問題について、議員間で事前に十分な協議が行なわれて
いない。
・�各種団体の補助金カットは一律カットではなく、団体によって違うと説明を受けている。
・�予算案可決終了後、財源確保の勉強会を重ね、削減された事業等に対する提言等を提出して
いる。議員報酬削減の検討はやることをやってからではないか。

▼賛否が分かれた案件

【発議第3号】潮来市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
　○＝賛成　×＝反対　※16番小峰議員は、議長のため採決には加わりません。

結果
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否決 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × × × × × × 〇 〇

提案内容

提案理由

賛成意見

反対意見

紙面の都合上、同一趣旨の発言はまとめて掲載しています。
討論の様子はQRコードからアクセスしてご覧ください。
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令和７年７月　潮来市議会だより 199 号 4

令和7年7月1日から令和8年6月30日まで、市長、副市長および教育長の給料月額を15%カッ
トとする。
令和7年12月および令和8年6月の市長、副市長および教育長の期末手当の額を15%カットと
する。

市長、副市長、教育長の三役自らが財源確保のために、議員とともに、身を切る覚悟を示すべ
きであるという思いを伝え、その財源を市政運営のため、有意義に用いてもらうものである。

・�市長自らが責任を取って30%カットするなど、そのような意気込みを示さなければいけない
立場であると考えるため
・�議員と三役の報酬削減でできる約1500万円は、様々な使い道がある。議会が提案・提言で
尽力して1500万円の効果があるのか。
・�クリーンセンターでの火災があり、相当な被害額になってくる。ごみの運搬費もいつまでか
かるか分からない。そういった時に、自らの考えを持って報酬カットをしていただきたい。

・�なぜ15％なのか、なぜ1年なのか、理由が不明確であるため
・�三役の報酬カットは、議員から発議すべきではなく、三役自らが提案するべきであるため
・�報酬カットを一方的に発議すると、懲罰的な印象を与え、行政全体のモチベーションが下が
るため
・�執行部から財政状況は安定的に運営できている状態と説明があり、報酬カットが財政対策と
して有効であるとは言い難いため

▼賛否が分かれた案件

【発議第４号】�潮来市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正につ
いて

　○＝賛成　×＝反対　※16番小峰議員は、議長のため採決には加わりません。

結果
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否決 〇 〇 〇 × 〇 × × × × × × × × 〇 〇

提案内容

提案理由

賛成意見

反対意見

※�紙面の都合上、同一趣旨の発言はまとめて掲載しています。
　討論の様子はP3のQRコードからアクセスしてご覧ください。



令和７年７月　潮来市議会だより 199 号5

国の医療費抑制政策により病床削減や医師不足が進み、地域医療体制が脆弱化している。茨城
県、とくに鹿行地域では医療資源が乏しく、入院や救急対応が困難な状況が続く。誰もが必要
な医療を受けられる体制の再構築が必要であることから、以下の４点について請願する。
①��鹿行地域で勤務する医師の確保と、地域に応じた運営体制への支援。
②�行方市営で行われる地域医療センターの夜間受け入れ体制の整備と、人員配置に対する支
援。
③�なめがた地域医療センターの入院・手術機能の段階的な回復、病院機能の再建への財政支援。
④�地域医療構想による病床削減方針を見直し、地域ニーズに合わせた拡充方向への転換。

・�医療過疎が深刻な鹿行地域において、なめがた地域医療センターの維持・回復は住民の命に
直結する重要課題であるため
・�請願内容に多少の文言の不備があっても、趣旨は明確であり、医療体制の強化を国や県に求
めることは妥当であるため

・�地域医療の充実には賛同するが、本請願内容には事実誤認や他市事業が含まれており、潮来
市議会として責任を持って意見書を提出できる内容ではないため
・�他市の事業内容については、判断材料が不十分であるため
・�事実誤認については請願者も認め修正の意向を示しており、趣旨に基づいた再提出を促すべ
きであり、現段階では不採択が適当である。
・��請願内容に事実誤認があり、請願者も認めている。議会として間違っている内容を採択して
はいけない。今後潮来市議会は間違っている内容でも採択する議会となる。

▼賛否が分かれた案件

【請願第１号】地域医療の充実を求める意見書を茨城県と国に提出することを求める請願
　○＝賛成　×＝反対　※16番小峰議員は、議長のため採決には加わりません。

結果
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提案内容

賛成意見

反対意見

紙面の都合上、同一趣旨の発言はまとめて掲載しています。
討論の様子はQRコードからアクセスしてご覧ください。
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令和７年７月　潮来市議会だより 199 号 6

気になる議案をチェック議案ピックアップ

主な改正内容は、公示送達（※）の送達処理をインター
ネットで閲覧可能とすること、特定親族の追加に伴う、所
得控除、申告義務等所要の整備を行うこと、軽自動車税種
別割に新基準の原動機付自転車１種の追加、免許情報記録
個人番号カード（マイナ免許証）の運用開始に伴う減免申
請時の運転免許証の提示義務に係る規定等の整備、加熱式
たばこに係る市たばこ税の課税標準の特例、その他項ずれ
対応、文言整理等規定の整備。

（※）�納税通知書などの書類を直接送ることができない場合や居所不明で郵送等ができない場合に、市役所
の掲示板に一定期間掲示し、通知したとみなす送達（書類を送り届ける）方法。

専決処分事項の承認を求めることについて（潮来市税条例の一部を改正する条例）

低所得者に係る国民健康保険税の軽減判定所得の基準額の
見直しを行う。

軽減割合 基準額
令和6年度（改正前） 令和7年度（改正後）

７割 改正なし 改正なし
５割 295,000円 305,000円
２割 545,000円 560,000円

専決処分事項の承認を求めることについて（潮来市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

歳入　寄附金　ふるさと寄附金　　� 　5,000万円

歳出　委託料　ふるさとづくり寄附金業務代行委託料
　� 　1,013万5千円
　　　補助金　施設整備費等補助金　� 　3,986万5千円
　　　　　　　（ガバメントクラウドファンディング分）
鹿島アントラーズと連携して実施するクラウドファンディ
ング型ふるさと納税による寄附金である。アントラーズア
カデミーグラウンド施設の充実を図ることを目的に行うク
ラウドファウンド事業となっている。

令和７年度潮来市一般会計補正予算（第１号）

ⒸKASHIMA�ANTLERS

※�詳しい計算方法は、
　潮来市ホームページをご覧ください



令和７年７月　潮来市議会だより 199 号7

数字の横に「 」が付いていないものは、
紙面の都合上掲載できませんでした。
8ページから20ページにありますＱＲコー
ド（議員氏名隣）を読み取ると、映像で視
聴いただけますので、ぜひご覧ください。

一般通告質問とは、議員が市長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来に対する方針などに質問をしたり、報
告や説明を求めることです。

一般通告質問

	 阿部　慶介 議員　P.19　
	1　日の出5丁目危険交差点の早急な改善について
	2　堤防決壊！その時に安全に避難出来るのか？
	3　�地域おこし協力隊で移動スーパーを行っては？　

	 鴇田　正信 議員　P.18　
	1　潮来市の観光活性化について
	2　�市道（潮）1級1号線　古高の三差路から潮来
カントリー倶楽部入口までの歩道上の街路樹
について

	 小沼　英明 議員　P.17　
	1　�令和7年2月4日に起きた潮来クリーンセンター火
災のその後について

	2　�（仮称）潮来市総合運動公園あり方検討業務委託について
	3　水郷いたこ大使ゆるキャラの「あやめ」について
	4　あやめ３市の連携について

	 佐々木　徹 議員　P.16　
	1　廃止になってしまった敬老会補助金事業
	 2　中学校の統合について
	3　中学校の部活動について
	4　日の出の交通事故多発交差点の安全対策について

	 和田　直子 議員　P.15　
	1　学校統合における支援体制について
	2　地域協働のまちづくりについて

	 飯島　康弘 議員　P.14　
	1　自ら稼ぐ自治体について
	2　文化・観光政策について

	 志村　一 議員　P.11　
	1　高齢者タクシー利用料金助成事業について
	2　�誰もが気持ちよく使えるごみ集積所を目指して
	3　�９ヶ月後に迫った潮来一中と牛堀中の統合に
ついて

	 平田　健三 議員　P.10　
	1　�「ローイングセンター前」道路の交通安全対策
を急げ

	2　「大規模災害」の防災対策強化を！
	3　�「ネーミングライツ」（命名権）の取り組み推進を！
	4　「粗大ごみ」の有効活用を！　

	 田崎　清 議員　P.9　
	1　�令和７年度潮来市ＰＴＡ連絡協議会よりの教
育行政要望について

	2　ロッテマリーンズファームの誘致について
	 3　小中学校の統合計画について
	 4　前川拡幅工事について

	 吉川　利一 議員　P.8　
	 1　あやめ祭りについて
	2　なめがた地域医療センターについて
	 3　中学校統合について

	 石田　裕二 議員　P.13　
	1　�来年には東関東自動車道路の開通が見込まれ
ている

	2　潮来インター周辺開発を問う
	3　�令和7年度の緊縮予算、各課の工事請負費の著
しい削減は地元関連企業にとって死活問題

	 黒須　俊行 議員　P.12　
	1　コミュニティバスの本格運行について
	2　デイサービスセンター白鳥の今後について
	3　水田の給水用蛇口バルブの盗難について

	 兼平　直紀 議員　P.20　
	1　不妊治療助成事業の復活について
	2　土手や堤防の草刈り後の残渣について
	3　潮来市の教育環境の未来について
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令和７年７月　潮来市議会だより 199 号 8
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産
の
一
部
を
行
方
市
に
無
償
譲

渡
し
、
そ
れ
を
行
方
市
が
新
庁
舎

に
改
装
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ

て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に

際
し
、
潮
来
市
も
約
3.4
億
円
出
資

し
て
い
る
。
市
は
行
方
市
よ
り
ど

の
よ
う
な
説
明
を
う
け
た
の
か
。

　

厚
生
連
が
行
方
市
に
不
動
産
を

無
償
譲
渡
す
る
な
ら
ば
、
潮
来
、

鉾
田
に
も
何
ら
か
の
も
の
を
提
供

す
る
道
義
的
責
任
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
現
在
潮
来
市
民
が
満
足

す
る
よ
う
な
も
の
は
提
供
さ
れ
て

い
な
い
。
市
は
厚
生
連
に
何
も
求

め
な
い
の
か
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　

本
案
件
に
つ
い
て
は
、
令
和
7

年
4
月
30
日
に
行
方
市
担
当
課
よ

り
進
捗
状
況
の
説
明
を
受
け
て
い

る
。
厚
生
連
か
ら
の
資
産
譲
渡
に

つ
い
て
は
、
今
後
協
議
を
行
う
と

聞
い
て
い
る
。

　

市
と
し
て
、
厚
生
連
に
対
し
て

は
現
行
の
外
来
診
療
を
維
持
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再
問　
説
明
を
受
け
た
と
い
う
令
和

7
年
4
月
30
日
の
前
に
、
行
方
市

は
本
案
件
を
3
回
議
会
に
か
け
測

量
も
し
て
い
る
。
4
月
30
日
よ
り

前
に
説
明
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　

本
年
2
月
に
も
説
明
は
受
け
て

い
る
が
、
改
め
て
4
月
30
日
に
そ

の
後
の
進
捗
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

再
々
問　
令
和
3
年
9
月
に
潮
来
市

副
市
長
と
行
方
市
、
厚
生
連
が
会

議
を
し
た
、
さ
ら
に
令
和
7
年
2

月
に
は
2
回
目
の
会
議
を
し
た
と

い
う
話
が
あ
る
。
潮
来
市
は
会
議

が
あ
っ
た
時
点
で
病
院
を
壊
し
て

庁
舎
に
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。

答　
庄
司
副
市
長

　

会
議
は
2
回
と
も
開
い
て
い
な

い
。
3
者
で
一
緒
に
話
し
合
い
を

し
た
こ
と
も
な
い
。
2
月
に
厚
生

連
、
行
方
市
よ
り
話
は
受
け
て
い

る
が
、
病
院
を
壊
す
と
い
う
提
案

は
な
か
っ
た
。

問　

旧
行
方
郡
5
町
村
の
共
同
出

資
を
受
け
て
建
て
ら
れ
た
病
院
、

そ
の
不
動
産
を
厚
生
連
が
行
方
市

に
譲
渡
す
る
行
為
に
市
は
な
ん
ら

か
の
意
思
表
示
を
し
た
か
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　

行
方
市
で
も
建
設
や
無
償
譲
渡

に
つ
い
て
は
、
協
議
中
と
聞
い
て

い
る
の
で
、
市
と
し
て
も
行
方
市

の
状
況
を
見
な
が
ら
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。

再
問　

行
方
市
は
す
で
に
測
量
な

ど
も
進
め
て
い
る
。
約
3.4
億
円
を

出
資
し
て
い
る
潮
来
市
と
し
て
、

病
院
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
壊

し
、
庁
舎
に
す
る
と
い
う
の
を
認

め
て
良
い
の
か
。
新
庁
舎
建
設
に

は
他
の
手
段
も
あ
る
な
か
、
な
ぜ

救
急
セ
ン
タ
ー
を
壊
し
て
ま
で
病

院
の
場
所
に
こ
だ
わ
る
の
か
、
潮

来
市
は
何
ら
か
の
意
思
表
示
を
し

て
も
良
い
。
今
後
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
4
月
に
行
方
市
か
ら
、
新
庁
舎
に

つ
い
て
位
置
条
例
と
基
本
設
計
予
算

一般通告質問　気になるQ&A

な
め
が
た
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

なめがた地域医療センターなめがた地域医療センター
質問者	　吉

よし
川
かわ
　利

り
一
いち
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問　

誘
致
場
所
の
対
象
区
域
を
伺

う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
対
象
区
域
は
非
公
表
で
あ
る
。

問　

誘
致
に
費
や
し
た
期
間
、
予

算
、
提
示
額
、
企
画
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
費
用
、
人
件
費
、
諸
経
費
等
を

伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
費
や
し
た
期
間
は
応
募
か
ら
13
ヶ

月
。
予
算
、
提
示
額
は
、
提
案
内
容

に
触
れ
る
た
め
秘
密
保
持
契
約
に
基

づ
き
答
弁
で
き
な
い
。

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
費
用
は
、
職
員

直
営
な
の
で
委
託
料
な
ど
の
費
用
は

な
い
。
ま
た
、
そ
の
人
件
費
、
諸
経

費
に
つ
い
て
は
、
算
出
根
拠
を
示

す
の
が
難
し
い
た
め
、
答
弁
を
控
え

る
。

た
、
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
宛
て
に

お
知
ら
せ
等
を
配
布
し
て
周
知
し
て

い
る
。

再
問　
台
上
戸
地
区
通
学
路
の
道
路

拡
張
工
事
の
早
期
完
了
に
つ
い
て

　
工
事
期
間
中
に
自
転
車
通
学
の
生

徒
が
怪
我
を
し
て
い
る
。
斜
面
が
崩

れ
そ
う
な
状
態
が
あ
り
通
行
止
め
に

な
っ
て
い
る
が
、
安
全
に
通
行
で
き

る
の
は
い
つ
か
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
残
工
事
が
あ
り
６
月
30
日
ま
で
で

あ
る
が
、
６
月
９
日
に
通
行
止
め
を

解
除
し
て
い
る
。

問　
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
令
和
６
年
２
月
16
日
に
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
よ
り
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
移

転
の
候
補
地
募
集
が
あ
り
、
潮
来
市

と
し
て
応
募
し
た
。
当
初
31
の
自

治
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
企
画
提
案

書
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
球
団

側
と
の
協
議
等
の
誘
致
活
動
を
し
て

き
た
。
最
終
選
考
の
４
つ
の
自
治
体

ま
で
残
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
令
和

７
年
３
月
25
日
に
君
津
市
に
決
定
と

な
っ
た
。

一般通告質問　気になるQ&A

質問者	　田
た
	崎
さき
		　清

きよし

問　
緊
急
性
の
高
い
優
先
順
位
の
要

望
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
各
学
校
か
ら
の
優
先
順
位
が
あ
る

が
、
多
額
の
予
算
が
必
要
な
要
望
も

あ
る
た
め
、
希
望
通
り
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
危
険
な
箇
所
の

改
善
、
安
全
の
確
保
に
か
か
わ
る
も

の
を
優
先
的
に
実
施
し
て
い
く
。

問　
各
学
校
か
ら
の
要
望
の
除
草
、

伐
採
、
剪
定
等
の
外
部
委
託
へ
の
対

応
に
つ
い
て

答　
吉
川
教
育
部
長

　
除
草
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
に
お

い
て
実
施
す
る
の
が
基
本
で
、
学
校

の
環
境
整
備
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
護
者
や
教
員
で
は
危

険
な
箇
所
の
伐
採
等
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

問　
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

の
対
処
は
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
潮
来
市
通
学
路
安
全
推
進
会
議
を

毎
年
開
催
し
、
危
険
箇
所
の
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
。

問　
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
の
導
入
に
つ

い
て

答　
吉
川
教
育
部
長

　
再
導
入
の
予
定
は
な
い
。

問　
各
学
校
の
要
望
に
対
す
る
回
答

に
つ
い
て

答　
吉
川
教
育
部
長

潮
来
小　
給
食
配
膳
室
の
エ
ア
コ
ン

の
設
置
つ
い
て
は
確
認
中
、
設
置
の

検
討
。

延
方
小　
保
護
者
送
迎
用
通
路
の
舗

装
に
つ
い
て
は
今
後
整
備
を
検
討
。

日
の
出
小　
プ
ー
ル
跡
地
の
整
備
、

門
扉
の
設
置
は
危
険
性
・
優
先
度
を

踏
ま
え
今
後
整
備
を
検
討
。

潮
来
一
中　
正
門
前
に
街
灯
を
設
置

は
状
況
確
認
し
て
検
討
。

潮
来
二
中　
特
別
教
室
、
体
育
館
、

武
道
館
に
エ
ア
コ
ン
を
は
順
次
整
備

を
進
め
て
い
る
。

日
の
出
中　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

今
後
整
備
を
検
討
す
る
。

　
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
等
の
大
規
模
工

事
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
は
実
施
で

き
な
い
が
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
中
庭
の
レ
ン
ガ
敷
き
の
修
繕
に
つ

い
て
は
、
検
討
す
る
。

牛
堀
中　
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の

設
置
は
令
和
６
年
に
３
台
設
置
済

　
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
「
情
報

を
共
有
し
た
い
」
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。
ま

令
和
７
年
度
潮
来
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
よ
り
の

教
育
行
政
要
望
に
つ
い
て

ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

フ
ァ
ー
ム
の
誘
致
に
つ

い
て

視
察
研
修
・
議
員
活
動

一
般
質
問

委
員
会
審
査

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件　
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答　
榊
原
総
務
部
長

　

今
後
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の

取
り
組
み
は
、
関
連
の
あ
る
企
業

へ
直
接
Ｐ
Ｒ
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
主
要
と
な
る
事
業
な
ど
を
含

め
、
市
の
概
要
や
施
設
の
利
用
状

況
な
ど
を
説
明
し
、
施
設
に
愛
称

を
つ
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ

訪
問
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

の
環
境
整
備
は
？

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
潮
来
市
粗
大
ご
み
リ
ユ
ー
ス
事
業

の
回
収
方
法
は
、
潮
来
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
粗
大
ご
み
回
収
事

業
委
託
に
お
い
て
回
収
を
し
た
も
の

と
、
潮
来
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持

ち
込
ま
れ
た
も
の
を
利
用
す
る
２
つ

の
ル
ー
ト
が
あ
る
。
対
象
の
粗
大
ご

み
は
、
主
に
た
ん
す
や
サ
イ
ド
ボ
ー

ド
な
ど
の
木
製
品
家
具
、
ケ
ー
ス
、

か
ば
ん
な
ど
を
修
理
し
、
リ
ユ
ー
ス

を
進
め
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
木

製
家
具
の
修
理
を
中
心
に
行
っ
て
い

る
が
、
程
度
の
よ
い
リ
ユ
ー
ス
に
回

せ
る
も
の
が
出
て
こ
な

い
現
状
で
あ
る
。
粗
大

ご
み
リ
ユ
ー
ス
事
業

の
修
理
場
所
は
潮
来
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
入
居
し

て
い
る
農
村
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
内
の

２
部
屋
続
き
の
畳
の
部
屋
を
利
用
し

て
い
る
が
、
未
修
理
品
や
修
理
済
み

品
、
作
業
場
を
兼
ね
て
い
る
た
め
手

狭
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
販
売

の
た
め
の
展
示
場
所
の
確
保
や
修
理

者
増
強
に
よ
る
未
修
理
品
や
修
理
済

み
品
の
置
場
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
場
所
を
探
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

質問者	　平
ひら
田
た
　健
けんぞう
三

問　
「
災
害
用
協
力
井
戸
」「
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
今
後
の
取
り
組

み
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

大
規
模
な
災
害
時
に
水
道
が
断

水
し
た
場
合
に
、
災
害
用
協
力
井

戸
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
潮
来
市
に
お
い
て
も
、

先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
な
が
ら
調
査
研
究
を
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
は
、
災
害
時
に
電
気
機

器
や
電
気
関
係
の
配
線
な
ど
が
発

火
す
る
「
電
気
火
災
」
を
防
ぐ
に

当
た
っ
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
火
災
予
防
運

動
の
一
環
と
し
て
、
さ
ら
に
広
報

活
動
等
の
強
化
を
図
っ
て
参
る
。

ま
た
、
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、

全
国
で
の
事
例
や
、
財
源
確
保
に

つ
い
て
研
究
を
開
始
し
て
い
く
。

問　

自
主
財
源
確
保
の
た
め
の
今

後
の
取
り
組
み
は
？

問　

防
犯
灯
・
道
路
標
識
等
の
対

策
検
討
は
？

答　
大
川
総
務
課
長

　

令
和
8
年
９
月
１
日
に
道
路
交

通
法
が
改
正
に
な
り
、
道
路
幅
員

5.5
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
か
つ
中

央
線
が
な
い
道
路
は
、
道
路
標
識

が
な
く
て
も
最
高
速
度
が
30
キ

ロ
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

よ
っ
て
、
交
通
事
故
の
抑
制
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
さ

ら
な
る
交
通
対
策
に
お
い
て
は
、

行
方
警
察
署
と
今
後
調
査
研
究
し

て
参
り
た
い
。
防
犯
灯
に
つ
い
て

は
、
現
地
を
確
認
調
査
の
上
、
既

設
の
防
犯
灯
の
状
況
も
あ
る
が
、

現
地
調
査
し
た
上
で
付
け
ら
れ
る

間
隔
で
あ
れ
ば
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
標
識
関
係
に

つ
い
て
も
、
行
方
警
察
署
と
協
議

を
継
続
し
て
参
り
た
い
。

「
粗
大
ご
み
」の
有
効
活

用
を
！

「
ロ
ー
イ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

前
」道
路
の
交
通
安
全

対
策
を
急
げ

「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
」

（
命
名
権
）の
取
り
組
み
推

進
を
！

「
大
規
模
災
害
」
の

防
災
対
策
強
化
を
！

一般通告質問　気になるQ&A
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一
・
牛
堀
中
の
生
徒
に
は
潮
来
一
中

の
体
操
服
を
一
式
支
給
・
ス
ク
ー
ル

バ
ス
停
留
所
等
の
整
備
検
討
中
・
牛

堀
中
の
生
徒
に
つ
い
て
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
利
用
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
申
込
み

は
完
了
・
安
全
な
通
学
路
と
な
る
よ

う
に
国
、
県
、
市
、
警
察
な
ど
の
関

係
機
関
へ
の
整
備
要
望
中
・
両
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
教
育
後
援
会
で
規
約
等

の
す
り
合
わ
せ
中
〉
で
あ
る
。

再
問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
バ
ス
停
の

決
定
は
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
バ
ス
が
止
ま
る
場
所
は
あ
る
程
度

の
広
い
安
全
な
場
所
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
バ
ス
停
の
近
く
に

駐
輪
場
も
必
要
で
あ
る
。
そ
う
い
う

と
こ
ろ
も
配
慮
し
な
が

ら
バ
ス
ル
ー
ト
、
バ
ス

停
を
決
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長　

　
利
用
者
の
実
績
を
見
な
が
ら
、
タ

ク
シ
ー
助
成
券
を
回
数
券
に
す
る
提

案
を
し
っ
か
り
と
協
議
会
の
中
で
お

諮
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
６
月

末
に
行
わ
れ
る
協
議
会
に
て
、
今
後

の
方
向
性
を
し
っ
か
り
と
定
め
て
い

く
。

問　
ご
み
集
積
所
へ
の
ご
み
搬
入
の

ル
ー
ル
を
再
確
認
す
る
た
め
の
具
体

策
は
？

答　
安
藤
環
境
課
長

　
こ
の
４
月
か
ら
ご
み
袋
の
変
更
が

あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在

ポ
ス
タ
ー
の
見
直
し
等
を
含
め
、
新

た
に
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
で
き

上
が
り
次
第
、
ポ
ス
タ
ー
配
布
も
し

く
は
各
公
民
館
に
置
く
形
を
と
り
た

い
。

問　
潮
来
一
中
と
牛
堀
中
の
統
合
に

お
い
て
、
決
定
し
て
い
る
内
容
は
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
〈
学
生
服
や
体
操
服
、
シ
ュ
ー
ズ

に
つ
い
て
潮
来
一
中
の
も
の
に
統

質問者	　志
し
	村
むら
		　一

はじめ

問　
本
年
度
、
助
成
券
を
24
枚
配
布

に
し
た
理
由
と
助
成
券
の
有
効
期
限

を
９
月
30
日
ま
で
に
し
た
理
由
は
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
現
在
、
潮
来
市
で
は
市
全
体
の
公

共
交
通
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
お

り
、
上
半
期
を
め
ど
に
潮
来
市
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て

一
定
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
も
の
と

伺
っ
て
い
る
た
め
。

問　
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助

成
事
業
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

答　
榊
原
総
務
部
長

　
タ
ク
シ
ー
助
成
金
の
利
用
状
況
や

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
さ
ら
に
他
市

の
事
例
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

今
後
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
は
、
潮

来
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

に
お
い
て
進
め
ら
れ
る
。

再
問　
「
助
成
券
を
回
数
券
と
し
、

鹿
行
広
域
路
線
バ
ス
に
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
」
こ
の
提
案
に
つ
い

て
伺
う
。

 

提
案
理
由 　

　
タ
ク
シ
ー
以
外
の
公
共
交
通
に
も

利
用
で
き
る
回
数
券
に
す
れ
ば
、
75

歳
以
上
の
運
転
免
許
を
持
た
な
い

方
々
に
と
っ
て
大
き
な
利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る
。

 

方
法 　

①�

１
年
間
の
助
成
券
分
４
３
，２
０

０
円
を
１
枚
２
０
０
円
の
回
数
券

２
１
６
枚
と
す
る
。

②�

利
用
者
の
都
合
に
合
わ
せ
利
用
し

た
い
分
だ
け
自
由
に
使
え
る
よ
う

に
す
る
。

③�

回
数
券
を
タ
ク
シ
ー
、
鹿
行
広
域

路
線
バ
ス
の
両
方
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

 

期
待
さ
れ
る
効
果 　

　
外
出
意
欲
も
高
ま
り
、
タ
ク
シ
ー

と
鹿
行
広
域
路
線
バ
ス
の
両
方
を
利

用
し
て
の
移
動
も
増
え
、
利
用
者
の

外
出
計
画
も
立
て
や
す
く
な
る
。

《
議
会
・
提
示
資
料
》

９
か
月
後
に
迫
っ
た

潮
来
一
中
と
牛
堀
中
の

統
合
に
つ
い
て

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
助
成
事
業
に
つ
い
て

誰
も
が
気
持
ち
よ
く

使
え
る
ご
み
集
積
所
を

目
指
し
て

一般通告質問　気になるQ&A
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が
如
何
か
。

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
既
存
の
広
域
路
線
バ
ス
の
整
備
、

関
連
す
る
事
業
者
と
の
調
整
、
タ
ク

シ
ー
事
業
助
成
券
の
見
直
し
も
並
行

し
、
総
合
的
に
見
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
協
議
会
で
議
論
を
重
ね
て
参

る
。

問　
家
族
の
負
担
と
生
活
に
重
く
の

し
か
か
っ
て
い
る
課
題
に
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
現
在
、
施
設
再
開
を
図
る
た
め
、

市
内
介
護
事
業
者
に
当
該
施
設
の
事

業
運
営
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
県
長
寿
福
祉

課
へ
も
情
報
な
ど
に
つ
い
て
依
頼
を

し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
市
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
受
入
状
況
や
空
き
情
報
な

ど
に
つ
い
て
把
握
に
努
め
る
ほ
か
、

介
護
が
必
要
な
方
や
そ
の
家
族
が
介

護
に
関
す
る
相
談
や
不
安
解
消
な
ど

が
図
れ
る
よ
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

「
福
楽
園
」
を
は
じ

め
、
民
間
介
護
事
業
者

な
ど
と
連
携
し
対
応
を

図
っ
て
参
る
。

問　
近
年
の
盗
難
被
害
件
数
及
び
要

因
と
対
策
を
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
部
長

　
土
地
改
良
区
に
確
認
し
た
中
で
、

土
地
改
良
区
と
し
て
も
す
べ
て
把
握

は
し
て
い
な
い
が
、
令
和
３
年
度
238

個
、
４
年
度
80
個
、
５
年
度
39
個
、

６
年
度
44
個
、
今
年
度
は
97
個
の
盗

難
が
発
生
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
要
因
と
し
て
は
、
金
属
価
格
の
高

騰
と
買
い
取
り
手
側
も
あ
る
た
め
、

各
土
地
改
良
区
や
警
察
と
連
携
し
て

い
く
。

質問者	　黒
くろ
須
す
　俊
とし
行
ゆき

た
こ
と
、
さ
ら
に
広
域
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ

と
の
乗
り
換
え
時
間
、
医
療
機
関
の

送
迎
バ
ス
と
整
合
性
が
あ
れ
ば
、
か

な
り
の
利
用
が
見
込
め
る
の
で
は
な

い
か
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
検
討
願
い

た
い
が
如
何
か
。

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
バ
ス
停
や
ル
ー
ト
の
設
定
な
ど
、

限
り
あ
る
財
源
の
中
で
今
後
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
持
続
可
能
な
公
共
交
通

で
市
民
の
皆
様
を
守
れ
る
か
、
楽
し

く
出
掛
け
て
頂
け
る
か
検
討
し
て
参

る
。

問　
本
格
運
行
の
計
画
内
容
と
実
施

時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　

現
段
階
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
今
年
度
開
催
を
予
定
し
て
い
る

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
中

で
、
実
証
結
果
を
踏
ま
え
た
本
格
運

行
の
実
施
の
有
無
や
既
存
の
路
線
バ

ス
の
整
備
、
関
連
す
る
事
業
者
と
の

調
整
な
ど
議
論
を
し
て
い
く
。

再
問　
で
き
る
限
り
市
民
の
要
望
を

組
み
入
れ
な
が
ら
タ
ク
シ
ー
券
の
併

用
を
含
め
て
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

問　
実
証
運
行
の
検
証
結
果
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
昨
年
12
月
１
日
か
ら
１
月
31
日
ま

で
の
57
日
間
、
171
便
の
運
行
で
595
人

利
用
が
あ
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
、

継
続
を
希
望
す
る
声
を
頂
く
一
方
、

運
行
時
間
の
延
長
や
増
便
に
関
す
る

意
見
、
運
行
ル
ー
ト
に
な
い
経
由
地

に
関
す
る
要
望
、
乗
客
定
員
数
へ
の

不
安
等
の
意
見
を
頂
い
た
。

問　

現
在
の
広
域
２
路
線
と
の
比

較
、
有
効
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
広
域
路
線
バ
ス
の
１
便
あ
た
り
の

平
均
乗
車
数
と
比
較
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
は
3.48
人
、
神
宮
あ
や
め

白
帆
ラ
イ
ン
は
6.28
人
、
鹿
行
北
浦
ラ

イ
ン
が
2.62
人
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

再
問　
便
数
と
運
行
時
間
の
兼
ね
合

い
、
何
よ
り
も
運
行
期
間
が
冬
期
で

あ
っ
た
こ
と
、
多
忙
な
時
期
で
あ
っ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

本
格
運
行
に
つ
い
て

水
田
の
給
水
用
蛇
口
バ

ル
ブ
の
盗
難
に
つ
い
て

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

白
鳥
の
今
後
に
つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A
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支
援
が
基
本
で
あ
る
。
潮
来
市
商
工

会
で
は
２
年
間
で
70
以
上
の
事
業
者

が
退
会
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
後
の
影

響
や
物
価
高
騰
で
潮
来
の
経
済
は
低

迷
し
て
い
る
。
賑
わ
い
の
あ
る
町
を

取
り
戻
す
た
め
に
計
画
的
な
交
付
金

の
活
用
を
！！

答　
榊
原
総
務
部
長

　
本
来
の
交
付
金
の
趣
旨
を
踏
ま
え

て
、
市
民
生
活
の
支
え
に
な
る
様
に

活
用
し
て
い
く
。

問　
令
和
７
年
度
の
緊
縮
財
政
の
要

因
を
問
う
！！

答　
榊
原
総
務
部
長

　
総
合
計
画
の
遂
行
及
び
行
政
要
望

に
応
え
る
た
め
、
慢
性
的
な
財
政
調

整
基
金
の
取
崩
し
な
ど
歳
出
重
視
が

あ
っ
た
。
今
後
は
財
政

調
整
基
金
を
一
定
規
模

の
維
持
、
そ
し
て
身
の

丈
に
合
っ
た
運
営
と
財

政
健
全
化
を
目
指
す
。

等
し
い
。
各
地
区
の
区
長
か
ら
道
路

整
備
な
ど
多
く
の
要
望
が
あ
る
。
物

価
高
騰
で
疲
弊
し
て
い
る
地
元
企
業

へ
の
対
応
を
問
う
。

答　
下
河
財
政
課
長

　
工
事
関
連
事
業
は
、
上
下
水
道
工

事
、国
、県
事
業
及
び
民
間
事
業
も
あ

る
。今
回
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
。

再
々
問　
「
例
年
、
年
度
当
初
に
は
、

入
札
の
発
注
が
あ
る
。
今
年
は
未
だ

な
い
。」
と
市
内
業
者
か
ら
は
不
安

の
声
が
あ
る
。
市
の
認
識
は
！！

答　
榊
原
総
務
部
長

　
先
日
、
建
設
業
組
合
の
皆
さ
ん
と

会
っ
た
が
、
直
接
的
に
は
聞
い
て
な

い
。
質
問
と
同
様
の
声
は
受
け
止
め

た
い
。

問　
低
迷
す
る
地
域
経
済
。
地
域
経

済
対
策
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
民

間
事
業
者
の
鹿
行
５
市
の
比
較
と
支

援
を
問
う
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
令
和
6
年
度
民
間
幼
児
施
設
へ
の

支
援
は
、
鹿
嶋
市
、
鉾
田
市
、
行
方

市
が
給
食
食
材
費
補
助
、
鉾
田
市
は

さ
ら
に
電
気
代
等
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
。
本
市
は
茨
城
県
が
同
様
の
補

助
の
見
込
み
が
あ
る
た
め
行
わ
な
い
。

再
問　
当
交
付
金
は
、
民
間
ベ
ー
ス

質問者	　石
いし
田
た
　裕
ゆう
二
じ

問　
（
仮
称
）
麻
生
イ
ン
タ
ー
周
辺

開
発
に
向
け
た
進
展
状
況
を
伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
参
入
企
業
の
調
査
で
は
、
新
規
参

入
に
直
接
結
び
つ
く
有
力
な
回
答
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
地
域
未
来
投
資

促
進
法
の
重
点
促
進
区
域
の
設
定
は

要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

今
後
は
農
村
産
業
法
の
活
用
に
つ
い

て
を
県
と
協
議
し
て
い
く
。

問　

説
明
で
は
、
基
本
構
想
の
ス

ポ
ー
ツ
関
連
の
建
屋
だ
け
で
も
約

90
億
円
の
整
備
費
。
千
葉
ロ
ッ
テ
誘

致
は
、
市
の
本
気
度
が
試
さ
れ
て
い

た
。
見
解
を
問
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
企
業
誘
致
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
る
に
は
、
一
定
程
度
の
行
政
支

出
が
伴
う
。
大
き
な
事
業
は
慎
重
に

見
極
め
な
が
ら
取
り
組
み
、
進
め
て

い
く
。

再
問　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
に

は
、
財
政
支
出
、
土
地
購
入
の
交

渉
、
さ
ら
に
優
良
農
地
開
発
に
は
法

的
条
件
な
ど
様
々
な
課
題
を
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
計
画
し

な
け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
。」
と
市

長
。
あ
ら
た
め
て
潮
来
Ｉ
Ｃ
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
思
い
を
問

う
。

答　
原
市
長

　
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に
は
様
々
な

課
題
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
諦
め
ず
に

挑
戦
し
、
推
し
進
め
た
い
。
成
田
空

港
、
茨
城
空
港
、
鹿
島
港
も
あ
る
。

潮
来
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
す
た

め
に
も
国
、
県
、
そ
し
て
職
員
一
丸

と
な
っ
て
推
し
進
め
る
。

問　
そ
の
対
応
を
問
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
令
和
7
年
度
は
、
財
政
調
整
基
金

の
枯
渇
危
機
、
財
政
健
全
化
比
率
の

悪
化
か
ら
大
幅
な
歳
出
削
減
を
行
う

中
で
、
特
に
普
通
建
設
事
業
の
削
減

を
顕
著
に
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
度

の
繰
越
予
算
を
加
え
る
と
一
定
の
水

準
で
あ
る
。

再
問　
繰
越
予
算
は
、
昨
年
度
に
発

注
し
、
主
は
前
川
運
動
公
園
の
繰
越

額
。
今
年
度
の
新
規
予
算
は
無
い
も

来
年
に
は
東
関
東
自
動

車
道
路
の
開
通
が
見
込
ま

れ
て
い
る

潮
来
イ
ン
タ
ー
周
辺

開
発
を
問
う

令
和
7
年
度
の
緊
縮
予
算
、

各
課
の
工
事
請
負
費
の
著
し

い
削
減
は
地
元
関
連
企
業
に

と
っ
て
死
活
問
題
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で
あ
る
が
そ
の
道
の
り
は
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
文
化
財
保
護
条
例
の
内
容
に
合
致

す
れ
ば
申
請
は
可
能
。
そ
の
後
、
文

化
財
保
護
審
議
会
に
て
審
査
、
そ
れ

に
基
づ
き
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る

運
び
。
課
題
と
し
て
申
請
主
体
と
な

る
団
体
の
確
定
と
根
拠
と
な
る
資
料

等
の
収
集
が
あ
げ
ら
れ
る
。

問　
茨
城
県
教
育
委
員
会
は
「
茨
城

の
お
ま
つ
り
」
と
し
て
潮
来
祇
園
祭

禮
を
選
定
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
機
に
市
民
と
一
体
と
な
っ

て
文
化
財
指
定
を
目
指
し
た
い
。
市

の
協
力
体
制
は
？

答　
大
﨑
生
涯
学
習
課
長

　
申
請
や
各
種
関
係
資
料
に
つ
い
て

も
ぜ
ひ
教
育
委
員
会
に
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
。

問　
『
嫁
入
り
舟
』
に
つ
い
て
も
後

世
に
残
す
べ
き
文
化
財
で
あ
る
が
如

何
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
県
の
文
化
課
に
参
考
意
見
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
昭
和
時
代
で
あ
り
歴
史

的
に
新
し
い
、
同
様
な
も
の
の
指
定

が
な
い
と
の
回
答
を
受
け
、
今
後
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
指
定
を
受
け
ら
れ

る
か
調
査
研
究
を
行
い
た
い
。

問　
嫁
入
り
舟
は
単
な

る
イ
ベ
ン
ト
で
は
な

く
、
水
郷
地
域
の
伝
統

文
化
、
風
習
で
あ
る
！

日
本
で
唯
一
、
世
界
で

唯
一
の
も
の
で
あ
る
！！

　
地
域
の
「
お
ま
つ
り
」
も
「
嫁
入

り
舟
」
も
今
は
で
き
て
い
て
も
守
ら

な
け
れ
ば
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
地

域
の
伝
統
や
文
化
は
今
か
ら
つ
く
る

も
の
で
は
な
く
、
今
あ
る
も
の
を
残

す
こ
と
で
あ
る
。
や
が
て
そ
の
文
化

が
観
光
に
な
る
。
見
解
は
？

答　
塙
教
育
長

　
潮
来
市
と
し
て
も
本
当
に
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
。
教
育
委
員
会
ま
た
観
光
商
工
課

と
も
連
携
し
、
今
後
の
文
化
財
の
指

定
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
協
議
し
進

め
て
参
り
た
い
。

質問者	　飯
いいじま
島　康

やすひろ
弘

問　
国
の
制
度
利
用
に
つ
い
て
実
績

は
あ
る
の
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
公
募
型
の
補
助
金
、
交
付
金
で
あ

り
、
自
ら
企
画
申
請
す
る
も
の
。
す

べ
て
の
自
治
体
が
活
用
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
潮
来
市
は
地
方
創
生

交
付
金
、
第
2
世
代
交
付
金
を
勝
ち

取
っ
た
。

問　
今
後
は
新
た
な
財
源
確
保
に
果

敢
に
挑
戦
す
る
自
治
体
と
旧
態
依
然

の
自
治
体
の
二
極
化
さ
れ
る
。
市
の

目
指
す
も
の
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

自
ら
稼
ぐ
自
治
体
の
観
点
か
ら

は
、
地
域
全
体
が
稼
ぐ
力
を
大
き
く

し
、
ま
た
地
域
の
中
で
経
済
循
環
を

高
め
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

べ
く
、
積
極
的
に
財
源
の
確
保
に
挑

戦
し
て
参
り
た
い
。

問　
地
域
の
お
祭
り
や
伝
統
文
化
を

守
り
、
次
世
代
へ
継
承
す
る
こ
と
は

重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。「
文

化
」
を
守
る
延
長
線
上
に
「
観
光
」

が
あ
る
。

　

潮
来
祇
園
祭
禮
の
「
山
車
ま
つ

り
」
を
市
の
文
化
財
に
指
定
す
べ
き

問　
潮
来
市
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
さ
ら
に

は
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
の
中
、
税

収
の
減
少
、
社
会
保
障
関
係
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
新
た
な
財

源
の
確
保
は
重
要
で
あ
る
。

問　
自
主
財
源
の
確
保
の
具
体
的
取

り
組
み
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

ふ
る
さ
と
納
税･

企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
強
化
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
事
業
の
開
始
。
ま
た
国
・
県
の
補

助
金
の
積
極
的
活
用
や
国
の
特
別
交

付
税
措
置
の
あ
る
制
度
を
活
用
し
、

市
の
実
質
的
な
負
担
の
抑
制
に
努
め

て
い
る
。

問　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
は
市

民
や
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
ら
れ
る
方
に

周
知
や
認
知
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

待
つ
の
で
は
な
く
こ
ち
ら
か
ら
仕
掛

け
る
営
業
的
な
目
線
が
必
要
で
は
？

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
事
業
そ
の
も
の
の
周
知
に
留
ま
ら

ず
、
相
手
方
と
な
ら
れ
る
企
業
様
に

見
合
う
効
果
や
魅
力
を
お
示
し
し
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

自
ら
稼
ぐ
自
治
体
に

つ
い
て

文
化･

観
光
政
策
に
つ

い
て

一般通告質問　気になるQ&A



令和７年７月　潮来市議会だより 199 号15

答　
榊
原
総
務
部
長

　
有
意
義
な
提
案
で
あ
る
と
受
け
止

め
て
お
り
、
公
益
性
や
公
平
性
の
観

点
も
踏
ま
え
た
う
え
で
、
調
査
・
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　
地
域
住
民
の
声
を
政
策
に
反
映

す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
実
行
過
程

に
も
市
民
が
主
体
的
に
関
わ
る
仕
組

み
が
、
地
域
の
自
立
性
や
愛
着
を
高

め
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問

う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
住
民
の
声
を
政
策
に
反
映
し
、
実

行
に
も
主
体
的
に
関
わ
れ
る
仕
組
み

が
地
域
の
自
立
性
を
高
め
る
と
認
識

し
て
い
る
。
行
政
と
住
民
が
協
働
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
持

続
的
な
発
展
が
期
待
さ

れ
る
た
め
、
今
後
も
意

見
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
。

質問者	　和
わ だ
田　直

なお
子
こ

問　
来
年
度
に
津
知
小
学
校
と
潮
来

小
学
校
、
牛
堀
中
学
校
と
潮
来
第
一

中
学
校
の
統
合
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
令
和
11
年
度
に
は
市
内
中
学

校
の
1
校
化
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
に
お
け
る
統
合
に
関

す
る
担
当
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　

教
育
部
長
の
下
に
課
長
補
佐
1

名
、
部
会
担
当
職
員
4
名
の
計
6
名

で
対
応
し
て
い
る
。
学
用
品
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
、
施
設
、
通
学
路
な
ど

を
各
部
会
で
分
担
し
、
効
率
的
に
統

合
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　
統
合
に
よ
る
心
理
的
・
教
育
的

な
負
担
に
対
応
す
る
た
め
、
加
配
教

員
の
配
置
は
あ
る
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
加
配
は
原
則
2
年
間
で
あ
り
、
令

和
7
年
度
は
潮
来
小
お
よ
び
牛
堀
中

に
各
1
名
を
配
置
し
て
い
る
。
令
和

8
年
度
に
つ
い
て
も
申
請
を
予
定
し

て
い
る
。

問　
統
合
後
の
児
童
・
保
護
者
を
継

続
的
に
支
援
す
る
担
当
者
の
配
置
は

あ
る
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
専
任
配
置
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、

学
校
教
育
課
全
体
で
支
援
体
制
を
整

え
、
相
談
対
応
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

問　
文
部
科
学
省
の
手
引
に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
統
合
に
伴
う
課
題
へ

の
対
応
方
針
は
ど
う
か
。

答　
塙
教
育
長

　
第
2
期
適
正
化
計
画
の
策
定
時
に

手
引
を
参
考
に
し
て
お
り
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
よ
る
体
力
低
下
や
放
課
後

の
居
場
所
の
確
保
な
ど
、
懸
念
さ
れ

る
課
題
に
つ
い
て
は
学
校
や
準
備
委

員
会
と
連
携
し
な
が
ら
丁
寧
に
対
応

し
て
い
く
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
行
政
単
独
で
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
は
限
界
が
あ
り
、
今
後
は
、

市
民
や
団
体
、
事
業
者
と
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
共
創
型
の
ま
ち
づ

く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。

問　
高
校
生
に
よ
る
政
策
提
言
が
行

わ
れ
て
い
る
潮
来
ま
ち
づ
く
り
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
若
者
の
声
を
市
政
に

反
映
す
る
意
義
あ
る
取
組
で
あ
り
、

今
後
も
継
続
・
発
展
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
高
校
生
の
提
案

は
、
市
の
施
策
に
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
て
い
る
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
高
校
生
の
提
案
の
う
ち
、
ス
イ
セ

ン
な
ど
季
節
の
花
を
植
え
る
案
や
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
Ｐ
Ｒ
改
善
案
が
実
際

の
施
策
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
も
既
存

事
業
と
合
致
し
て
お
り
、
行
政
の

取
組
の
後
押
し
と
な
っ
て
い
る
。

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
し
て
は
、
当
日

の
評
価
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ほ
か
、
高

校
・
大
学
・
市
に
よ
る
振
り
返
り
協

議
を
行
っ
て
い
る
。

問　
市
民
提
案
を
予
算
に
反
映
さ
せ

る
共
創
型
予
算
制
度
を
創
設
し
て
は

ど
う
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
共
創
型
予
算
制
度
は
ま
だ
実
施
事

例
が
少
な
く
、
制
度
の
検
証
が
必
要

で
あ
る
。
一
方
で
、
市
民
が
予
算
編

成
に
関
わ
る
こ
と
で
新
た
な
発
想
や

価
値
が
生
ま
れ
る
手
法
と
し
て
期
待

さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
先
進
事
例
の

検
証
と
研
究
を
進
め
て
参
り
た
い
。

再
問　
市
の
財
源
負
担
を
抑
え
つ
つ

市
民
活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
共

創
予
算
枠
の
創
設
に
つ
い
て
の
考
え

は
あ
る
か
。

学
校
統
合
に
お
け
る
支
援

体
制
に
つ
い
て

地
域
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
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な
が
ら
事
故
が
頻
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
ど
の
よ
う
な
交
差
点

の
安
全
対
策
が
よ
い

か
、
関
係
機
関
と
協
議

し
調
査
研
究
し
て
い
く
。

再
問　
先
般
、
柗
田
県
議
会
議
員
に

信
号
機
設
置
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
す
ぐ
に
行
方
警
察
署

へ
要
望
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

市
と
し
て
も
様
々
な
方
向
か
ら
子
ど

も
達
の
通
学
路
で
も
あ
る
交
差
点
の

安
全
確
保
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

が
如
何
か
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
市
民
の
声
を
よ
く
聞
き
、
必
要
に

応
じ
て
適
宜
、
関
係
機
関
へ
と
つ
な

い
で
参
り
た
い
。
ま
た
関
連
し
て
い

る
団
体
の
皆
様
と
も
連
携
を
し
な
が

ら
進
め
て
参
り
た
い
。

質問者	　佐
さ
々
さ
木
き
　徹
とおる

判
断
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
と

お
話
を
い
た
だ
き
今
回
の
見
直
し
に

至
っ
た
。

問　
新
年
度
の
区
長
会
総
会
に
お
い

て
、
事
業
廃
止
の
説
明
を
し
た
か
伺

う
。
ま
た
、
区
長
の
反
応
を
伺
う
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
総
会
時
に
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
区
長
か
ら
は
「
初
め
て
聞
い

た
よ
」「
今
ま
で
や
っ
て
い
た
の
に

な
ん
て
説
明
す
れ
ば
い
い
の
か
」
と

い
う
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

問　
7
月
26
・
27
日
に
第
45
回
全
日

本
中
学
校
選
手
権
競
漕
大
会
が
本
市

で
開
催
さ
れ
る
が
、
今
年
度
の
日
の

出
中
ボ
ー
ト
部
と
潮
来
高
校
ボ
ー
ト

部
の
新
入
部
員
数
を
伺
う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
日
の
出
中
ボ
ー
ト
部　
3
名

　
潮
来
高
校
ボ
ー
ト
部　
3
名

再
問　
今
回
の
大
会
準
備
に
多
く
の

皆
様
が
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
成
功
に
終
わ
る
。
そ
の
4
年
後
、

4
年
に
１
度
回
っ
て
く
る
。
子
ど
も

達
の
部
活
に
対
す
る
考
え
方
や
地
域

移
行
も
含
め
て
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
中
学
生
の
部
員
が
い
て
初
め
て

成
り
立
つ
大
会
で
あ
り
、
足
元
を
見

て
大
会
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　
原
市
長

　
佐
々
木
議
員
と
は
、
考
え
方
が
少

し
違
う
が
、
こ
の
誘
致
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
潮
来
市
に
も
泊
ま
っ
て

い
た
だ
け
る
。
潮
来
市
の
色
々
な
良

い
所
を
全
国
の
方
々
に
見
て
い
た
だ

け
る
、
そ
し
て
経
済
効
果
が
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
大
会
を
連
続
的
に
開
け

る
よ
う
な
潮
来
市
の
ボ
ー
ト
場
に
し

て
い
き
た
い
、
そ
う
い
っ
た
思
い
で

大
会
を
誘
致
し
て
い
る
の
で
、
中
学

生
の
部
活
動
の
人
数
が
少
な
い
と
か

多
い
と
か
、
そ
う
い
っ
た
視
点
で
は

な
い
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

問　
日
の
出
中
か
ら
十
番
ポ
ン
プ
場

へ
向
か
う
交
差
点
に
お
い
て
、
直
近

で
2
件
、
車
同
士
の
出
合
頭
の
衝
突

事
故
が
発
生
。
そ
の
内
1
件
は
子

ど
も
達
の
帰
宅
時
間
帯
15
時
過
ぎ
で

あ
っ
た
。
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　

市
で
は
安
全
対
策
と
し
て
、
カ

ラ
ー
舗
装
や
路
面
標
示
を
行
う
な
ど

注
意
喚
起
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し

問　
こ
の
事
業
の
目
的
は
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
い
た

だ
い
た
高
齢
者
へ
の
敬
意
を
表
し
、

地
域
（
自
治
会
）
が
一
体
と
な
り
開

催
す
る
敬
老
会
事
業
に
対
し
、
補
助

金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
高
齢
者

へ
の
敬
老
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い

た
。

問　
昨
年
度
、
事
業
実
施
後
に
各
区

長
か
ら
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

結
果
は
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
66
区
中
60
地
区
か
ら
回
答
を
い
た

だ
き
、
実
施
→
40
地
区
、
未
実
施

→
17
地
区
、
開
催
予
定
→
3
地
区
で

あ
っ
た
。

再
問　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
。
6

割
の
自
治
会
が
実
施
し
た
。
そ
の
結

果
を
基
に
廃
止
し
た
。
次
年
度
の
事

業
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
を
し

て
い
た
だ
い
た
各
区
長
に
廃
止
の
相

談
を
し
た
の
か
伺
う
。

答　
大
川
高
齢
福
祉
課
長

　
最
終
的
に
は
代
表
区
長
に
ご
相
談

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
各
区
で
状

況
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
で

廃
止
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
敬
老
会
補
助
金
事
業

中
学
校
の
部
活
動
に

つ
い
て

日
の
出
の
交
通
事
故
多

発
交
差
点
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A
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る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　

５
月
31
日
時
点
で
475
名
が
参

加
。
ホ
テ
ル
へ
の
食
材
は
米
粉
麺

フ
ォ
ー
、
ま
こ
も
パ
ウ
ダ
ー
、
潮
来

市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
定
期
的
に
納

品
。
さ
ら
に
小
倉
あ
ん
や
米
粉
、
も

ち
米
も
追
加
さ
れ
想
定
以
上
の
効
果

が
あ
っ
た
。

問　
あ
や
め
園
と
あ
や
め
パ
ー
ク
を

結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
船
の
運
営
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
運
営
は
水
郷
佐
原
観
光
協
会
に
託

し
あ
や
め
ま
つ
り
期
間
の
５
月
24
日

～
６
月
22
日
ま
で
の
土
日
に
１
時
間

お
き
に
潮
来
市
側
６
便
、
香
取
市
側

７
便
運
航
す
る
。
６
月

８
日
ま
で
に
222
名
の
乗

船
が
あ
っ
た
。

質問者	　小
お
沼
ぬま
　英
ひであき
明

問　
被
害
金
額
と
保
険
金
は
？
財
源

は
ど
う
す
る
の
か
？

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
４
月
に
現
場
確
認
が
済
み
復
旧
金

額
及
び
復
旧
方
法
の
提
出
待
ち
。
過

疎
債
や
重
点
事
業
な
ど
幾
つ
か
あ
る

起
債
で
率
の
良
い
も
の
を
充
て
て
い

く
。

問　
ひ
た
ち
な
か
市
の
民
間
業
者
へ

ご
み
処
理
を
委
託
さ
れ
て
い
た
が
５

月
末
ま
で
に
幾
ら
支
払
っ
た
か
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
赤
コ
ン
テ
ナ
の
不
燃
ご
み
と
事
業

系
不
燃
物
で
786
万
５
千
円
、
小
型
廃

家
電
が
58
万
２
千
円
で
合
計
844
万
７

千
円
。

問　
今
後
、
新
た
な
施
設
を
建
設
す

る
の
か
、
搬
入
で
き
る
他
の
施
設
と

提
携
す
る
の
か
？

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
新
設
に
つ
い
て
は
比
較
検
討
の
上

の
判
断
に
な
る
。
搬
入
に
つ
い
て
は

民
間
処
理
施
設
や
相
互
支
援
協
定
を

締
結
し
て
い
る
鹿
行
各
自
治
体
に
な

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
搬
入
前
の
分
別
を
し
っ
か
り

と
や
る
。

再
問　
人
口
減
も
進
み
広
域
で
ご
み

処
理
施
設
は
潮
来
・
行
方
市
で
作
る

し
か
な
い
の
で
は
？

答　
原
市
長

　
正
式
表
明
は
で
き
な
い
が
、
色
々

な
市
町
村
と
交
渉
事
を
し
て
い
る
。

し
っ
か
り
議
論
し
た
上
で
最
終
決
定

を
し
た
い
。

問　
事
業
目
的
と
そ
の
業
務
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
今
後
、
都
市
公
園
整
備
に
係
る
基

本
計
画
策
定
等
に
進
む
事
を
予
定
し

て
い
る
中
で
、
地
域
連
携
協
定
に
お

け
る
都
市
公
園
ゾ
ー
ン
に
必
要
な
機

能
や
規
模
及
び
ゾ
ー
ニ
ン
グ
等
を
検

討
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。
業
務
内

容
に
つ
い
て
は
公
園
整
備
、
運
営
の

事
例
調
査
を
は
じ
め
施
設
利
用
の
需

要
調
査
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
、
導
入
機
能
及
び
ゾ
ー
ニ
ン
グ

の
検
討
、
イ
メ
ー
ジ
図
の
作
成
、
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
検
討
を
行
っ

た
上
で
検
討
結
果
の
取
り
ま
と
め
を

行
う
事
を
予
定
し
て
い
る
。

再
問　

計
画
の
中
に
屋
内
運
動
場

（
５
，０
０
０
席
の
ア
リ
ー
ナ
、

１
０
，０
０
０
㎡
の
敷
地
、
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
、
会
議
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
、
多
目
的
室
）
の
計
画
が
あ
る
が

84
億
と
い
う
予
算
で
は
無
理
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
？

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
基
本
計
画
や
基
本
設
計
を
踏
ま
え

た
上
で
積
算
す
る
と
い
う
の
が
今
後

の
課
題
と
な
る
。
現
段
階
で
は
目
安

と
し
て
捉
え
て
頂
き
た
い
。

問　
昨
年
度
か
ら
本
年
度
に
か
け
て

「
あ
や
め
」
の
出
番
は
？
ま
た
活
躍

の
場
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
市
役
所
の
各
部
署
に
お
い
て
チ
ラ

シ
及
び
ポ
ス
タ
ー
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
等
に
使
用
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｘ
に
も

使
用
、
シ
ン
・
い
ば
ら
き
メ
シ
総
選

挙
２
０
２
４
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
開
幕

戦
、
水
郷
潮
来
あ
や
め
祭
り
の
計
３

回
出
演
し
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
出
番
が
減
少
し
、
さ

ら
に
熱
中
症
の
懸
念
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
は
出
演
の
機
会
が
限
ら
れ

て
い
る
。

問　
潮
来
市
・
香
取
市
・
佐
倉
市
・

ホ
テ
ル
日
航
成
田
の
連
携
事
業
で
あ

令
和
7
年
2
月
4
日
に
起

き
た
潮
来
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

火
災
の
そ
の
後
に
つ
い
て

（
仮
称
）
潮
来
市
総
合

運
動
公
園
あ
り
方
検
討

業
務
委
託
に
つ
い
て

水
郷
い
た
こ
大
使
ゆ
る

キ
ャ
ラ
の
「
あ
や
め
」
に

つ
い
て

あ
や
め
３
市
の
連
携
に

つ
い
て
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市
道
（
潮
）
1
級
1

号
線
は
、
平
成
初
期
に

ゴ
ル
フ
場
の
造
成
に
併

せ
て
、
歩
道
も
整
備
さ

れ
約
６
３
０
ｍ
の
区
間

に
65
本
の
街
路
樹
が
植
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
区
間
に
あ
る
樹
木
に
つ
い

て
は
、
市
道
と
併
せ
て
潮
来
市
が
管

理
し
、
樹
木
の
伐
採
や
剪
定
に
つ
い

て
も
潮
来
市
が
実
施
し
て
い
る
。
議

員
が
言
う
と
お
り
、
木
が
大
き
く
育

ち
、
木
の
根
が
歩
道
上
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
を
盛
り
上
げ
て
い
る
が
、

木
の
根
を
排
除
す
る
に
は
道
路
の

掘
削
を
伴
う
工
事
が
必
要
と
な
り
、

非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
歩
道
の
修
繕
を
行
う
に

は
、
街
路
樹
を
根
か
ら
掘
り
起
こ
し

て
撤
去
す
る
と
い
っ
た
大
規
模
な
工

事
を
伴
う
の
で
、
関
係
各
所
と
協
議

の
上
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

質問者	　鴇
とき
田
た
　正
まさ
信
のぶ

て
く
れ
た
も
の
を
、
将
来
に
向
け
て

ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
の

か
、
き
ち
ん
と
観
光
客
、
そ
し
て
市

民
に
誇
れ
る
よ
う
な
、
水
郷
あ
や

め
園
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
や
使
い
方

を
、
市
民
の
方
々
と
と
も
に
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
水
郷
潮
来
あ
や
め
、
藤
、
郷
土

の
伝
統
潮
来
祇
園
祭
禮
を
強
く
広
め

て
い
く
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　
沼
田
環
境
経
済
部
長

　
潮
来
祇
園
祭
禮
を
含
め
た
伝
統
芸

能
は
、
地
域
の
文
化
や
歴
史
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
観
光
資
源
と
し
て
魅

力
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
引

き
続
き
、
藤
、
あ
や
め
、
紫
陽
花
な

ど
の
植
物
の
観
光
資
源
と
、「
ろ
舟
」

や
「
嫁
入
り
舟
」、
祇
園
祭
禮
な
ど

の
伝
統
文
化
資
源
、
長
勝
寺
な
ど
の

歴
史
的
資
源
を
つ
な
ぎ
、
通
年
型
観

光
を
目
指
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
、

魅
力
向
上
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　
地
域
の
伝
統
を
広
め
る
為
に
お

祭
り
会
館
を
作
り
潮
来
を
活
性
化
す

る
考
え
を
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
令
和
6
年
第
4
回
定
例
会
に
お
け

る
一
般
通
告
質
問
の
際
に
も
、
お
答

え
を
し
て
お
り
、
繰
り
返
し
と
な
る

が
、
新
た
に
お
祭
り
会
館
を
整
備
す

る
事
は
、
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
潮
来
祇
園
祭

禮
や
市
内
全
域
の
お
祭
り
に
つ
い
て

は
、
地
域
文
化
や
伝
統
を
象
徴
す
る

重
要
な
行
事
で
あ
る
為
、
地
域
の
皆

様
が
長
年
に
わ
た
っ
て
大
切
に
し
て

き
た
伝
統
で
あ
る
。
市
と
し
て
も
地

域
の
魅
力
で
あ
り
、
今
後
も
よ
り
一

層
、
お
祭
り
の
魅
力
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
に
、
観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
市
道
（
潮
）
1
級
1
号
線
古
高

の
三
差
路
か
ら
潮
来
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
入
口
ま
で
の
歩
道
上
の
街
路
樹

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

問　
あ
や
め
橋
た
も
と
の
土
地
を
購

入
し
て
観
光
に
力
を
入
れ
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
ど
の
様
に
開
発
を
進
め

て
行
く
の
か
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　

あ
や
め
橋
周
辺
用
地
に
つ
い
て

は
、
日
本
一
の
水
路
の
ま
ち
基
本
計

画
に
お
い
て
も
、
周
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
確
保
や
回
遊
性
の
向
上
を
課
題

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
街
中
周

遊
の
玄
関
口
と
し
て
、
河
川
管
理
者

で
あ
る
茨
城
県
に
河
川
管
理
用
道
路

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
お
願
い
を
し

て
き
た
。
今
回
、
茨
城
県
と
本
市
が

連
携
し
て
、
あ
や
め
橋
周
辺
用
地
の

用
地
買
収
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

今
年
度
は
県
が
管
理
用
通
路
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
潮
来
市
と
し

て
日
本
一
の
水
路
の
ま
ち
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
県
と
連
携
し
役
割
分
担

し
な
が
ら
、
水
郷
に
ふ
さ
わ
し
い
よ

う
に
進
め
て
い
く
。
潮
来
の
観
光
の

歴
史
は
誇
る
べ
き
大
事
な
私
た
ち
の

宝
物
と
考
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
先
人
達
が
こ
こ
ま
で
築
き
上
げ

潮
来
市
の
観
光
活
性
化

に
つ
い
て

一般通告質問　気になるQ&A

市
道（
潮
）1
級
1
号
線

古
高
の
三
差
路
か
ら
潮
来

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
入
口

ま
で
の
歩
道
上
の
街
路
樹

に
つ
い
て
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の
自
治
体
で
で
き
た
な
ら
、
潮
来
市

で
も
で
き
る
は
ず
で
は
？

答 

河
瀨
企
画
政
策
課
長

　

参
考
の
自
治
体
事
例
が
あ
る
の

で
、
今
後
募
集
の
際
に
は
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
潮
来
市
の
地
域

に
合
わ
せ
た
募
集
の
仕
方
、
隊
員
の

持
つ
ビ
ジ
ョ
ン
に
潮
来
市
も
寄
り
添

う
よ
う
な
形
で
募
集
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

問　
移
動
ス
ー
パ
ー
は
採
算
が
取
り

づ
ら
く
定
住
に
進
ま
な
い
。
市
も
事

業
と
し
て
移
動
ス
ー
パ
ー
を
経
営
し

て
い
る
方
に
補
助
す
る
ぐ
ら
い
の
気

持
ち
で
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
々
の
ビ

ジ
ョ
ン
、
そ
し
て
我
々
と
し
て
の
思

い
、
そ
う
い
っ
た
も
の

が
き
ち
ん
と
結
び
つ
く

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
つ

い
て
さ
ら
に
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。

質問者	　阿
あ べ
部　慶

けいすけ
介

問　
交
差
点
の
セ
ン
タ
ー
に
埋
め
て

あ
る
赤
い
点
滅
ラ
ン
プ
が
見
づ
ら

い
、
対
応
は
？

答　
濵
野
建
設
部
長

　
現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
点
滅

ラ
ン
プ
が
見
え
づ
ら
い
。
早
急
に
修

繕
を
し
た
い
。

問　
以
前
、
原
市
長
が
警
察
署
に
信

号
設
置
の
要
望
を
し
て
く
れ
た
。
日

の
出
小
中
か
ら
対
策
要
望
書
が
出
て

い
る
。
市
と
し
て
危
険
な
交
差
点
の

状
況
を
ど
う
改
善
す
る
か
？

答　
濵
野
建
設
部
長

　

市
で
は
カ
ラ
ー
舗
装
、
横
断
歩

道
、
停
止
線
、
交
差
点
注
意
の
路
面

表
示
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
、
関
係

機
関
と
協
議
し
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
通
学
路
で
あ
り
日
の
出
の
方
も

散
歩
で
通
る
。
対
策
は
し
て
い
る
が

そ
れ
で
も
事
故
が
起
る
。
ど
の
よ
う

に
今
後
対
応
す
る
か
？

答　
原
市
長

　
今
一
度
、
警
察
に
要
望
活
動
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
本
当
に
死
亡
事
故

が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
。
信
号

が
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
違
う
形
で

の
規
制
を
か
け
る
対
策
を
し
て
い
た

だ
く
。

問　
市
防
災
マ
ッ
プ
で
、
米
島
付
近

が
決
壊
し
た
場
合
延
方
、
日
の
出
、

潮
来
駅
前
付
近
が
浸
水
す
る
。
そ
こ

の
人
口
は
約
９
，０
０
０
人
。
全
員

避
難
時
に
要
支
援
者
の
方
や
高
齢
者

の
方
が
、
本
当
に
避
難
で
き
る
の

か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
事
前
行
動
計
画
に
沿
っ
て
確
認
し

関
係
機
関
と
連
携
、市
民
へ
の
情
報
伝

達
を
す
る
。災
害
対
策
本
部
で
避
難
所

を
決
定
し
避
難
所
へ
の
誘
導
を
自
主

防
災
組
織
、民
生
委
員
児
童
委
員
、消

防
団
で
行
う
。

問　
現
時
点
で
は
ど
こ
に
避
難
し
て

良
い
か
分
か
ら
な
い
。
高
台
の
避
難

所
を
最
初
か
ら
決
め
て
お
け
ば
？

答　
大
川
総
務
課
長

　
高
台
へ
の
避
難
は
有
効
。
指
定
避

難
所
が
開
設
さ
れ
る
ま
で
は
避
難
す

る
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
、
開
設
さ

れ
次
第
、
避
難
す
る
よ
う
に
周
知
徹

底
し
て
い
く
。

問　
防
災
の
活
動
で
大
事
な
消
防
団

の
存
続
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
？

答　
大
川
総
務
課
長

　
消
防
団
員
の
確
保
対
策
は
、
各
区

に
お
い
て
非
常
に
苦
労
し
て
い
る
。

現
状
で
は
特
効
薬
の
な
い
状
況
。
各

区
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
今
後
も
地

道
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
団
員
の
勧
誘
は
難
し
い
。
そ
こ

で
小
中
高
校
の
時
か
ら
消
防
団
の
大

切
さ
を
伝
え
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

役
立
つ
大
事
な
活
動
を
し
て
い
る
団

だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
は
？

答　
大
川
総
務
課
長

　
地
元
で
の
消
防
団
活
動
が
大
事
だ

と
い
う
こ
と
を
少
し
で
も
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
引

き
続
き
若
い
人
達
に
伝
え
て
参
り
た

い
。

問　
現
時
点
で
は
、
避
難
先
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
は
足
ら
な
い
の
で
民
間
に

頼
る
し
か
な
い
。
災
害
は
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
。
民
間
の
方
々
に

ス
ペ
ー
ス
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
と
い

う
の
は
伝
え
て
あ
る
か
？

答　
大
川
総
務
課
長

　
現
在
、
お
借
り
し
て
い
る
と
い
う

状
況
で
は
な
い
。
今
後
指
定
避
難
所

の
周
り
を
調
査
・
研
究
し
て
参
り
た

い
。

問　
他
の
自
治
体
で
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
移
動
ス
ー
パ
ー
の
実
績
は
あ

る
。
買
物
弱
者
は
増
え
る
な
か
、
他

日
の
出
5
丁
目
危
険
交
差

点
の
早
急
な
改
善
に
つ
い
て

堤
防
決
壊
！
そ
の
時
に

安
全
に
避
難
出
来
る
の

か
？

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
移

動
ス
ー
パ
ー
を
行
っ
て
は
？

一般通告質問　気になるQ&A

視
察
研
修
・
議
員
活
動

一
般
質
問

委
員
会
審
査

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件　
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境
・
安
全
対
策
、
い
じ

め
・
不
登
校
対
策
に
も

丁
寧
に
取
り
組
む
。
こ

れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が

地
域
で
誇
り
を
持
っ
て

学
ぶ
た
め
の
未
来
へ
の

投
資
で
あ
る
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

答　
原
市
長

　
中
学
校
の
一
校
化
は
地
域
に
と
っ

て
精
神
的
な
負
担
が
大
き
い
事
業
と

理
解
し
て
い
る
。
よ
り
良
い
教
育
環

境
を
確
保
す
る
た
め
に
先
送
り
で

き
な
い
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
校
舎

の
新
築
が
困
難
な
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
既
存
の
財
産
を
最
大
限
に
活
用

し
、
教
育
環
境
を
第
一
に
考
え
る
。

さ
ら
に
、
市
内
の
公
共
施
設
全
体
に

つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
き
て
い
る
。
市
は
地
域
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、「
統
合
し
て
よ

か
っ
た
」
と
思
え
る
学
校
づ
く
り
を

目
指
す
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
県
の
事
業
が
今
年
度
限
り
で
あ
っ

て
も
、
次
年
度
以
降
も
市
と
し
て
人

口
減
少
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
不

妊
治
療
助
成
事
業
の
再
開
を
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

問　
刈
り
残
渣
が
放
置
さ
れ
る
原
因

に
つ
い
て

答　
濵
野
建
設
部
長

　

国
が
管
理
す
る
常
陸
利
根
川
で

は
、
草
刈
り
後
の
刈
草
を
た
い
肥
や

畜
産
に
活
用
し
て
い
た
が
、
近
年
は

有
効
な
活
用
方
法
が
な
く
、
処
分
す

る
た
め
の
費
用
の
増
加
が
集
草
・
運

搬
を
行
わ
な
く
な
っ
た
一
因
と
な
っ

て
い
る
。

　
県
が
管
理
す
る
前
川
、
稲
井
川
、

夜
越
川
の
3
河
川
は
、
草
刈
り
後
に

集
草
・
運
搬
を
実
施
し
て
い
る
。

再
問　
こ
の
原
因
は
国
が
解
決
し
な

い
と
進
ま
な
い
の
か
？

答　
濵
野
建
設
部
長

　
運
搬
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
方
整
備
局
や
国
の
下
で
今
模
索
・

検
証
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
も
、

集
草
、
運
搬
を
実
施
し
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
し
て
い
く
。

問　
統
合
場
所
が
決
定
し
て
い
な
い

現
状
を
、市
は
教
育
環
境
整
備
に
お

け
る
最
大
の
懸
念
事
項
と
認
識
し
て

い
る
か
？

答　
吉
川
教
育
部
長

　
統
合
場
所
の
決
定
は
最
大
の
懸
念

事
項
、
令
和
7
年
度
中
に
最
終
決
定

を
目
指
し
、
7
月
～
8
月
頃
に
候
補

地
（
一
中
、
二
中
、
日
の
出
中
）の
詳

細
な
現
地
視
察
を
行
い
、
9
月
～
10

月
を
目
途
に
内
容
を
取
り
ま
と
め
、

最
終
的
に
教
育
委
員
会
が
決
定
す
る
。

問　
潮
来
市
唯
一
の
中
学
校
と
す
る

か
ら
に
は
、
充
実
し
た
教
育
環
境
を

保
障
し
、
目
指
す
学
校
の
姿
は
。

答　
塙
教
育
長

　
潮
来
市
教
育
委
員
会
は
、
児
童
・

生
徒
数
減
少
を
受
け
、
教
育
の
質
の

向
上
を
目
指
し
一
校
化
を
進
め
、
教

育
環
境
を
保
障
す
る
責
任
が
あ
る
。

市
唯
一
の
中
学
校
と
し
て
、
教
育
目

標
を
基
盤
に
、
確
か
な
学
力
、
豊
か

な
心
、
健
康
・
体
力
を
培
う
。
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
た
教
育
課
程
、
教
員

研
修
の
充
実
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
し
た
英
語
教
育
に
も
注
力
し
、
地

域
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
学
校
を
目

指
し
、
家
庭
・
地
域
連
携
や
通
学
環

問　
茨
城
県
の
令
和
7
年
度
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
（
新
規
）
に
つ
い
て

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
医
療
保
険
適
用
の
生
殖
補
助
医
療
と

併
せ
て
行
う
先
進
医
療
の
費
用
で
、
市

町
村
が
実
施
す
る
助
成
事
業
に
対
し
、

1
件
あ
た
り
上
限
4
万
円
（
県
と
市
町

村
が
2
分
の
1
ず
つ
）
を
助
成
。

問　

潮
来
市
民
は
利
用
で
き
る
の

か
？

答　
石
川
か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　
現
時
点
で
不
妊
治
療
助
成
事
業
を

実
施
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
事
業

の
対
象
外
で
あ
る
。

問　
物
価
高
騰
に
考
慮
し
た
経
済
的

支
援
に
つ
い
て

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
物
価
高
騰
が
市
民
生
活
に
与
え
る

影
響
は
大
き
く
、
不
妊
治
療
に
よ
る

経
済
的
負
担
は
認
識
し
て
い
る
。
保

険
適
用
後
も
自
己
負
担
が
発
生
し
て

お
り
、
市
と
し
て
ど
こ
ま
で
支
援
で

き
る
か
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問　
不
妊
治
療
助
成
事
業
復
活
に
つ

い
て 不

妊
治
療
助
成
事
業
の

復
活
に
つ
い
て

土
手
や
堤
防
の
草
刈
り

後
の
残
渣
に
つ
い
て

潮
来
市
の
教
育
環
境
の

未
来
に
つ
い
て

質問者	　兼
かねひら
平　直

なお
紀
き

一般通告質問　気になるQ&A
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6月17～18日に開催した委員会の審議結果
を議会最終日に各委員長が報告しました

問　�ニュースで、隣り町の同姓同名の方から間
違って税金を取っていたということがあった
が、今回のものと関係があるのか伺う。

答　�今回の条例は、より精度を上げるものである
ため、そのようなことはなくなるものと考え
ている。

教育福祉経済委員会 総務建設委員会

問　市民生活への影響について伺う。
答　�軽減がかかる方に対して、控除額を増加させ
る改正となるため、５割軽減２割軽減の方が
増える。そのため、国民健康保険税額が多少
下がる方がいる可能性がある。

 所管に関する質問
問　�水原の田の森浄水場に水を引き入れていたと
きの取水口やポンプ場の建物は今後どうする
のか。

答　�令和5年度より県水を全量受水しているの
で、浄水設備は使用停止している。国の占用
物件であるので、国と調整して撤去の方向で
進めている。

再問　�浄水場の沈殿する施設の土地所有者を伺
う。

　答　�水道事業用地になるので潮来市である。
再問　再利用はできないのか。
　答　�現時点で、優先的に施設の撤去をしなくて

はならないと考えている。費用もかかるた
め、時期は決まっていない。そのため、今
後についての方針は明確になっていない。

付託された案件：承　　認　２件
　　　　　　　　条例改正　１件
　　　　　　　　補正予算　１件
　　　　　　　　発　　議　２件

 主な質疑
専決処分事項の承認を求めることについて
（潮来市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

付託された案件：補正予算　１件
　　　　　　　　請　　願　１件

問　�歳入　国庫支出金　国庫補助金
　　教育費国庫補助金　教育費国庫補助金
　　教育支援体制整備事業費補助金　59万5千円
　　�不登校対応、アウトリーチの補正であるが、
何のための補正か。

答　�教育支援センター事業で、２本立てで計上し
ている。1点目が不登校未然防止、保護者相
談支援体制である。もう一点が、不登校者相
談支援体制事業で、歳出は、教育支援セン
ター・のびのびルームの教育相談員の人件費
及びのびのびルームの教育相談の電話相談、
学校での相談である。以上の相談支援体制に
対する歳入である。

再問　�教育支援センター相談員の人件費にあてると
いうことは、活動時間が増えるのか伺う。

　答　�今いる相談員の人件費、アウトリーチは、
家庭訪問であったり、オンラインであった
り、こちらから出向いていく方法、手を伸
ばしていく方法である。

 主な質疑
令和7年度潮来市一般会計補正予算（第1号）
〔所管科目〕

委員会審査

 所管に関する質問
問　�コミュティースクールの進捗状況について伺
う。活動の活発な状況や成功事例はあるか。

答　�活動は令和6年度、協議会単位（6地区）で
進めている。各協議会とも時間をオーバーす
るなど、多くの意見が出され、活発な議論が
交わされていた。今年度は津知地区でスター
トしている。その他の地区でも、熱心な議論
が行われ、子ども達に何ができるのか話し合
いを進めている。

問　�クリーンセンターの修繕見積もりが出ていな
い。時期はいつ頃になるのか伺う。

答　�まだ金額がでていない状況である。どのよう
に進んでいるか分かり次第、火災事故調査委
員会を設置し協議してから報告する。

潮来市行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定個人情報の提
供に関する条例の一部改正について
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令和７年４月　潮来市議会だより�198�号 22

潮来市こども議会を開催します
潮来市議会では、市内の中学生が議員役となって市政について意見や
提案を行う「こども議会」を開催します。
市内の各中学校から選出された16名のこども議員が、市政に関する
さまざまなテーマで一般質問を行い、自分たちの声を市に届けます。
こども議員の勇姿をぜひご覧ください。
※�傍聴席には限りがございます。生配信でもご覧いただけますのでぜ
ひご利用ください。

令和7年4月4日、神栖市、行方市、鹿嶋市、鉾田
市、小美玉市、潮来市の各市議会議長および議
会事務局長が一堂に会し、潮来市役所において
定例会が開催されました。
定例会終了後には、視察研修として愛友酒造を
訪問し、酒蔵見学を実施しました。
その後の情報交換会では、活発な意見交換が行
われ、今後の円滑な議会運営や地域連携の強化
に向け、有意義な交流が図られました。

小沼�英明�議員が、茨城県市議会議長会より表彰
規定に基づく20年表彰、および全国市議会議長
会より21年特別表彰を受賞されました。
この表彰は、長きにわたり市政の発展に尽くさ
れた議員に贈られるものです。
おめでとうございます。

左から小峰議長、小沼議員

茨城県東市議会議長会定例会
	 	in	ITAKO

功労者表彰

令和７年８月８日（金）
午前１１時　開会
潮来市役所�３F　議場

潮来市議会
インターネット中継



令和７年７月　潮来市議会だより 199 号23

■場　　所　潮来ＩＣ付近ゲートパーク
■実 施 日　�令和7年5月27日（火）
■内　　容　�季節の草花（ポーチュラカ・キ

バナコスモス）の花植え作業を
実施しました。潮来市にお越し
なるお客様に気持ちよくお過ご
しいただけるよう、心を込めて作業を行いました。色鮮やかな花々が皆様をお迎えしま
す。潮来のまち歩きと一緒に花の彩りも是非お楽しみください。

視察研修・議員活動

　 	広報編集委員会視察研修
■視 察 先　鹿嶋市議会広報広聴委員会
■実 施 日　�令和7年4月23日（水）
■内　　容　�より良い議会広報を目指し、鹿嶋市議会広報広聴

委員会を訪問し、広報の取り組みや改革事例、編
集方針、紙面構成の工夫や住民への情報発信の取
り組み方について説明を受けました。鹿嶋市議会
では、「広聴」にも力を入れており、特集記事を
掲載し、市民の声が取り入れられていました。活
発な意見交換を行い貴重な学びの機会となりまし
た。今後の広報作成に活かして参ります。

　 	総務建設委員会現場視察
■視察場所　�（仮称）麻生ＩＣ　東関東自動車道水戸線（潮来～鉾田）
■実 施 日　�令和7年5月21日（水）
■内　　容　�国土交通省によって進められている東関東自動車

道水戸線の現場視察を行いました。関係者の方々
から工期や進捗状況、今後の整備計画、安全対策
について説明を受けました。現地では、ドローン
を使った地形測量が導入されており、正確な地形
データを基に掘削作業が効率よく進められていま
した。工事にあたっては、地域住民への影響に十
分配慮した事業の進め方や、完成後に期待される
利便性向上について理解を深めました。工事は、
令和8年度全線開通に向けて計画通り進捗してお
り、今後も安全第一で着実に進められていく予定
です。

　 	ゲートパーク花植え
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▲動画サイト

動画でみる！ 市議会
　あなたの住むまちで何が話し合わ
れているのか、気になりませんか？
会議の様子をライブ配信（生中継）・
録画配信しています。スマートフォ
ンやタブレットからもご視聴いただ
けます。ホームページからアクセス
してください。

傍聴してみませんか？
　市議会では、市民のみなさ
んの生活に直結した重要な問
題が審議されています。
　議員の活動状況や市政の内
容を知るためにも、ぜひお越
しください。
　開催日当日、２階総務課で
受付しています。

※�基本的な感染症対策にご協
力をお願いいたします。

次の定例会は

9月2日火
開会予定

�会期日程は、ホー
ムページをご覧く
ださい。

議会を読もう
　議会だよりは、年4回定例会（3月、6月、
9月、12月）後の4月、7月、10月、1月に発
行します。
　各区で配布されたり、市内のコンビニ、銀
行、公共施設（図書館や公民館）にもござい
ますので、ぜひご覧ください。

今を担う私たちのために今を担う私たちのために
未来を担う子どもたちのために未来を担う子どもたちのために

PPublic ublic RRelationselations
パブリックリレーションズパブリックリレーションズ

本来の意味は本来の意味は
公共の・公衆の良好な公共の・公衆の良好な
関係づくり・結びつき関係づくり・結びつき

親しまれる議会だよりをめざし「みらい」親しまれる議会だよりをめざし「みらい」
の紙面づくりに取り組んでまいります。の紙面づくりに取り組んでまいります。

7月25～27日に潮来市で開催される第45回全日
本中学選手権競漕大会に向け、潮来一中と日の出
中のボート部が一丸となり練習に励んでいます。
地域の皆さまの温かい声援が選手の大きな力とな
りますので、応援よろしくお願いします！！

全日本中学選手権競漕大会に向けた
練習の様子（潮来一中・日の出中ボート部）

表紙の説明


